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宮ノ上遺跡の縄文時代後期前半の土器群について 

 

長野  眞一 

Miyanoue site’s pottery group in the first half of the end of the Jomon 

 

 Nagano Shinichi 

 

要旨 

 宮ノ上遺跡で岩崎上層式土器を再確認し，薩摩半島における岩崎上層式土器の分布域を，“薩摩半島の脊梁山地の裾野”

として提示する。 

 

キーワード 岩崎上層式土器 

 

 

１ はじめに 

 宮ノ上遺跡〈註１〉の縄文時代については，「宮ノ上

遺跡縄文時代編」〈註２〉で報告し，大量の縄文時代後

期前半とされる岩崎上式土器が出土していること，そし

て，それらが遺跡の主体を形成していることを報告した。 

 

２  阿高式土器及び岩崎式土器 

 縄文時代後期前半，八代海沿岸地域の出水平野や川内

川流域を中心とする薩摩半島北部から鹿児島湾奥部は，

前時代の阿高式土器文化を源流とする南福寺式土器や出

水式土器が分布圏を形成していることが知られている。

そして，近年に至り，甑島の中町馬場遺跡，薩摩半島中

央部の日置市上ノ平遺跡や，半島南部の万之瀬川流域の

南さつま市下水流遺跡，芝原遺跡等とその分布が拡大し

てきている。他方，大隅半島は，岩崎式土器や岩崎上層

式土器〈註３〉，綾式土器等の条痕整形を基盤とする強

固な分布圏を形成している。この時期を代表田する遺跡

が末吉町宮之迫遺跡で，器面全域に凹線文を施すものを

Ａ類，口縁部に半月形の凹線文を巡らすものをＢ類，胴

部上部から口縁部に幾何学や並行沈線文を施すものをＤ

～Ｋ類として区分した。Ａ類からは凹線文使用の阿高式

土器の影響が，Ｂ類・Ｄ～Ｋ類からは沈線文を多用する

阿高Ⅲ式土器の影響が，さらにＢ類からは岩崎式土器が，

Ｄ～Ｋ類からは岩崎式土器及び岩崎上層式土器の成立か

ら発展段階が看取された。また，志布志市中原遺跡では

宮之迫Ａ類は欠落するが，中原Ⅱ類やⅢ類に宮之迫Ｂ～

Ｋ類が直接反映されていることから，両遺跡に重複した

期間があった可能性を示していた。その他，志布志市倉

園Ｂ遺跡では宮之迫Ａ類のみが単独に出土し，曽於市桐

木耳取遺跡では７類に細分し，それぞれが阿高式～岩崎

上層式土器の各土器に対比可能とした。このように，大

隅半島での岩崎式土器及び岩崎上層式土器文化の定着が

明らかになると同時に，近年では，清武川上流域の宮崎

平野の内陸部にもそれらが大きく展開する実態が明らか

になってきている。 

 九州縄文土器研究会編の「鹿児島県縄文時代後期前葉

遺跡集成表」〈註４〉には，薩摩半島の 82遺跡，大隅半

島の 63遺跡で，南福寺式土器及び出水式土器，宮之迫式

土器〈註５〉の出土が報告されている。そして，薩摩半

島の 70 遺跡で南福寺式土器及び出水式土器のそのいず

れかが出土し，また，宮之迫式土器とされる 23遺跡の 17

遺跡は南福寺式土器あるいは出水式土器であり，残る６

遺跡でも宮之迫式土器は客体として存在した可能性が高

い。一方，大隅半島の 51遺跡では，宮之迫式土器のみで

構成される。このように，薩摩半島では南福寺式土器     



 第 2図 



 

 



南福寺式土器及び出水式土器の，大隅半島での宮之迫式

土器の偏在性が見て取れる。 

 

３ 宮ノ上遺跡の土器分類 

  本遺跡の土器に関しては，文様構成や施文具の差異か

ら当該期の土器群を５類～11類とし，５類を山ノ中ⅠＡ

タイプ土器，６類を貝殻腹縁刺突文土器，７類を岩崎上

層式土器，８類を磨消縄文土器，９類を疑似縄文土器，

10 類を南福寺式土器，11 類を指宿式土器とした。その

結果，鹿児島市山ノ中遺跡土器群と類似することが明ら

かとなった。 

 ５類土器はいわゆる岩崎上層式土器であるが，特に，

山ノ中Ⅰ類土器の大波文を施文するＡ類のみを抽出し

た。７類も岩崎上層式土器で，凹線文や幅広沈線文で幾

何学やマジカルな文様や並行沈線文等で簡素化した文

様が見られるが，口縁部に貝殻腹縁刺突文を連続して刺

突するものをＡ類，その貝殻腹縁刺突文が消失したもの

をＢ類とした。なお，これらは山ノ中ⅠＢ類と対比可能

である。８類は磨消縄文土器，９類は疑似縄文土器で，

これらは山ノ中Ⅱ類と対比できる。10類の南福寺式系土

器はＡ～Ｃに３分し，Ａは肥厚する口縁部施文帯にＳ字

状文等の凹線を施すものや赤色顔料を塗採する南福寺

式土器に該当するもので，Ｂは凹点文主体で坂ノ下式土

器，Ｃは沈線文主体で出水式土器を想定しており，これ

らは山ノ中Ⅲ類に対比できる。11類は指宿式土器で，山

ノ中Ⅳ類に相当する。なお，６類の貝殻腹縁刺突文土器

はその量も少なく，７類ないしは 11 類のいずれかに収

斂されると見られる。９類の疑似縄文土器については，

５類・７類・11類土器のいずれかに帰属するとの判断か

ら，それぞれの類毎の土器群に並列して第２図に掲載し

た。 

 山ノ中遺跡を報告する東和幸は，「・・南九州におい

ては瀬戸内系･西海岸系・南大隅系という個性的な３者

の影が強弱を持って反映されている・・」として，山ノ

中Ⅰ～Ⅲ類土器の同時性を主張する。併せて，その山ノ

中遺跡では，発見した 18 軒の竪穴住居群の存続期間を

炭化物年代測定から約 200年間とし，４軒（１・３・５・

８号）→６軒（２・６・７・９・11・17号）→８軒（４・

10・12・13・14・15・16・18号）からなる３期の住居群

の占地移動が認められるとしている。〈註８〉そこで，

報告書に記載される山ノ中遺跡の 10 軒の住居内出土土

器と本遺跡土器群を対比すると，１号・２号・５号住居

から７類と 10 類土器が，11 号・13 号・15 号・16 号住

居から７類土器が，12号・14号住居から 11類土器が出

土していることとなる。したがって，報告される３期の

変遷見解とは異なるが，６軒には７類土器が，２軒には

11 類土器が出土していることから，７類，11 類それぞ

れを主体する時期が存在したことが看取できる。（第３

図）。 

隣接する鳴野原遺跡Ａ地点の１号と５号竪穴住居跡か

らは７類土器が，２号竪穴住居跡からは 11 類土器が出

土している。また，宮崎市津野町本野原遺跡の「凹線気

味の沈線を持つ岩崎式：Ⅰ期」は本遺跡７Ａ類土器に，

「太い沈線を持つ岩崎式：Ⅱ期」は本遺跡７Ａ類土器や

７Ｂ類土器に対比可能である。なお，７Ｂ類土器と宮之

迫遺跡Ａ類土器が出土する都城市上牧第２遺跡１号住

居跡も知られている。これらは，７類土器が単独で一定

期間存続した可能性を事例と言える。 

 

４  岩崎上層式土器の薩摩半島での分布域 

 薩摩半島で７類土器主体の遺跡として，本遺跡や鳴野

原遺跡Ａ地点，両遺跡間にある堂園遺跡，鹿児島市加治

屋園遺跡や大龍遺跡，山ノ中遺跡及び近接する枦堀遺跡

や瀬戸頭Ａ遺跡，鹿児島湾南部の喜入町帖地遺跡等 15

遺跡が存在する。（第１図）そして，その分布は，薩摩

半島中央部から南に延びる脊梁山地の裾野域，すなわち，

北は神之川上流域から，東は楕木川沿いに鹿児島湾を南

下して大野岳から清見岳に至り，西は半島の中央部西側

の金峰山裾野から万之瀬川上流域沿いに展開している。 

     
表 1 関連土器 C14測定年代 



今回，“薩摩半島中央部から南に延びる脊梁山地の

裾野”を岩崎上層式土器の新たな分布域として提示し

た。そして，その代表的遺跡が本遺跡であり，山ノ中

遺跡や鳴野原遺跡Ａ地点，帖地遺跡であるとした。た

だ，今回の資料追加を行っても，阿高式及び南福寺式

土器は薩摩半島で依然として強固な分布圏を維持して

いる。万之瀬川側下流域の上水流遺跡や芝原遺跡では

多量の南福寺式土器が発見される一方，岩崎上層式土

器が欠落する実態も明らかとなっている。また，複数

個体の岩崎上層式土器を出土している上焼田Ａ遺跡で

も，それらが主体的に存在する様相は見られない。ま

してや，大隅半島での岩崎上層式土器の優位性が変わ

ることも無い。          

 

５ まとめ 

 宮ノ上遺跡は，岩崎上層式土器を再認識する機会で

あり，併せて，大隅半島の土器を宮之迫式土器で一括

りすることへの疑問から，従来の岩崎式土器や岩崎上

層式土器を活用し，それらが風化していないことを提

示した。 狭小な視点であるが，研究の一助となるこ

とを期待して，薩摩半島中央部に岩崎上層式土器の分

布域の存在することを示した。 

 

【註】 

① 南九州市川辺町に所在する旧石器時代～縄文時代 

後期の遺跡で，2010 年３月『宮ノ上遺跡－旧石器時

代編－』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報

告書 146 を刊行している。 

② 鹿児島県立埋蔵文化財センター2012『宮ノ上遺跡 

－ 縄文 時代以降編－』『鳴野原遺跡Ｂ地点』鹿児

島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 171 

③ 岩崎式土器と岩崎上層式土器について河口貞徳氏

は「下層土器は，頭部に指頭圧痕様の凹部の列を有

し，頸胴部の凹曲線文は複雑であるが，上層土器は

頸部凹文を失い，頸胴部の文様が並行曲線化したも

のが生じている」とし，これらは「同一系統の前後

に継起した２つの形式の土器」で，「下層の土器を

岩崎式，上層の土器を岩崎上層式」と命名した。 

※河口貞徳 1955「鹿児島のおいたち－先史時代」鹿児

島市 

④ 真邉彩「鹿児島県における縄文時代後期前葉の様

相」『九州における縄文時代後期前葉の土器』第 21

回九州縄文研究会宮崎大会 2011 

⑤ 近年，後期土器群を宮之迫式土器と呼称し，従来

の岩崎式土器や岩崎上層式土器，綾式土器等の名称

を使用しない傾向にある。上記④でも宮之迫式土器

と呼称している。しかし，宮之迫遺跡の出土の土器

は，上記南九州の土器群の出自や編年を検討する上

に不可欠なものである。即ち，宮之迫遺跡の土器群

は，中九州や薩摩半島の阿高式土器や南福寺式土

器，出水式土器等との交流や接触の痕跡を具現化し

ている可能性が高いことから，細分化して活用する

ことが望ましいと判断している。 

⑥ 鹿児島県立埋蔵文化財調査センター2006『山ノ中

遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財調査センター発掘調査

報告書 103 

※ １・３・５・８号→２・６・７・９・11・17 号 

４・10・12・13・14・15・16・18 号の３段階の変遷

で，低い位置から高い位置への２段階の占地移動が

認められるとしている。 

⑦ 金丸武司 2006「土器の設定・南九州後期土器の編

年」『本野原遺跡三』宮崎市教育委員会 

⑧ 東和幸「2011 鹿児島市山ノ中遺跡の調査と成果」

『九州における縄文時代後期前葉の土器』第 21 回九

州縄文研究会宮崎大会 

※ 瀬戸内系は山ノ中Ⅱ類，西海岸系は山ノ中Ⅲ類， 

大隅系は山ノ中Ⅰ類と解される。 
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	長野最終データ(1005)
	奥付
	紀要表紙（２０１５）_half_2

